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江
原
素
六
は
御
家
人
で
は
な
く

旗
本
の
出
身

江
戸
幕
府

・
徳
川
将
軍
家
の
家
臣
団
は
、
万
石
未
満
で

御
目
見
え
以
上
の
家
格
を
持

つ
旗
本
と
、
御
目
見
え
以
下

の
御
家
人
と
に
分
か
れ
た
。
身
分
制
社
会
に
お
い
て
、
そ

の
違
い
は
大
き
く
、
旗
本
と
御
家
人
の
間
に
は
、
経
済
的

・

社
会
的
な
格
差
が
存
在
し
た
。

往
々
に
し
て
偉
人
の
伝
記
で
は
、
凡
人
に
は
容
易
に
越

え
ら
れ
な
い
壁
を
努
力
と
才
能
に
よ
つ
て
越
え
た
こ
と
が

称
揚
さ
れ
る
。
江
原
素
六
伝
で
も
、
身
分
が
低
く
貧
し
い

家
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
必
死
に
勉
学
に
励
み
、
立
身
し
て

い
つ
た
こ
と
が
必
ず
言
及
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
サ
ク
セ
ス
・
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
混
乱
が
あ

る
。
特
に
江
原
家
の
遠
祖
が
黒
鍬
者
と
い
う
卑
賤
な
地
位
に

あ
つ
た
こ
と
か
ら
、
同
家
が
微
禄
の
御
家
人
で
あ
っ
た
と
決

め
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
、
大
き
な
誤
り
で
あ
る
。

こ
の
錯
誤
は
、
実
は
沼
津
市
明
治
史
料
館
が
編
集

・
刊
行

し
た

『
江
原
素
六
生
誕
百
五
十
年
記
念
誌
』
（
一
九
九
二
年
、

三
二
頁
）
の
叙
述
に
明
確
に
表
れ
て
し
ま

っ
た
。
江
原
家

を

「微
賤
な
御
家
人
」
で
あ
る
と
す
る
誤
り
は
、
近
年
の

刊
行
物

（川
又

一
英

『麻
布
中
学
校
と
江
原
素
六
』、
二
〇

〇
三
年
、
新
潮
社
）
に
も
踏
襲
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
。

江
原
家
の
家
系
に
つ
い
て
は
、
『
江
原
素
六
先
生
伝
』
（
一

九
二
三
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
由
緒
書
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
初
代
の
覚
左
衛
門
は
確
か
に
黒
鍬
之
者
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嘉永 4年  江戸切絵図 「内藤新宿新屋敷辺之図」に描かれた五十人町

(大川通久関係資料)

素六の父「江原帯刀」と相父 (母の父)「秋元千万作」の名前が記載されている。現在のJR新宿駅東口あたり。
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で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
定
普
請
同
心
と
な

り
、
以
後
、
二
代
日
以
降
は
黒
鍬
之
者
を

つ
と
め
る
こ
と
は
な
く
、
定
普
請
同
心

小
頭
、
御
作
事
方
勘
定
役
と
い
っ
た
役

職
に
就
き
、
特
に
六
代
日
源
五
郎
は
御

大
工
頭

・
御
畳
奉
行

・
御
裏
門
切
手
番

之
頭
を
歴
任
し
、
文
化
二
年

（
一
八
〇

五
）
に
は

「永
々
御
日
見
以
上
」
と
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
六
代
日
の

時
、
江
原
家
は
子
孫
に
至
る
ま
で
御
目

見
以
上
で
あ
る
と
い
う
資
格
を
与
え
ら

れ
、
晴
れ
て
旗
本
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

素
六
が

「黒
鍬
者
の
子
」
で
あ

っ
た
な

ど
と
い
う
の
も
全
く
事
実
無
根
で
あ
る
。

ま
た
、
新
聞
記
事
で
報
道
さ
れ
た
江

原
の
履
歴
に
も
、
「君
の
家
は
幕
府
の
拝

謁
以
上
に
し
て
格
式
卑
し
か
ら
さ
る
も

体
禄
薄
く
頗
ぶ
る
貧
困
」
（『
静
岡
大
務

新
聞
』
明
治
２３
年
７
月
５
日
）
と
あ
る

よ
う
に
、
貧
乏
で
は
あ

っ
た
が
、
拝
謁

以
上
の
家
格
、

つ
ま
り
旗
本
で
あ

っ
た

と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

素
六
の
父
源
吾

（帯
刀
）
は
、
旗
本

小
野
家
か
ら
養
子
に
来
た
人
で
あ
る
。

小
野
家
と
江
原
家
と
は
禄
高
も
そ
れ
ほ

ど
違

い
の
な
い
同
格
の
家
だ

っ
た
。
た

だ
し
、
源
吾
の
兄
小
野
鼎
之
助
は
、
役

職
に
就
い
て
い
た
の
で
、
足
高

（本
高

が
役
高
に
達
し
な
い
場
合
に
在
職
中
に

給
さ
れ
る
差
額
）
を
支
給
さ
れ
、
本
高

と
合
わ
せ
二
〇
〇
俵
で
あ

っ
た
。

素
六
の
幼
少
時
、
江
原
家
が
貧
し
か

っ
た
の
は
、
七
代
日
以
降
の
当
主
が
役

職
に
就
く
こ
と
な
く
、
無
役
の
小
普
請

支
配
に
な

っ
て
い
た
た
め
、
四
〇
俵
の

禄
米
の
み
に
頼
る
生
活
を
送

っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
下
層
の
旗
本
と
上
層
の

御
家
人
と
は
、
生
活
レ
ベ
ル
に
お
い
て

大
い
に
重
な
る
部
分
が
あ

っ
た
こ
と
も

確
か
で
あ
る
。
江
原
家
が
貧
乏
旗
本
か

ら
脱
す
る
の
は
、
素
六
が
幕
府
陸
軍
の

士
官
と
し
て
頭
角
を
表
す
こ
と
に
よ

つ

て
で
あ
り
、
能
力
主
義
に
よ
る
人
材
採

用
方
針
に
乗

っ
た
彼
の
努
力
の
賜
物
で

あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

執
筆
を
担
当
し
た
前
掲

『
江
原
素
六

生
誕
百
五
十
年
記
念
誌
』
の
誤
り
を
こ

の
小
文
で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
近
年
の
研
究
で
は
、
江
原
家
の

よ
う
に
御
家
人
か
ら
旗
木

へ
と
身
分
上

昇
を
遂
げ
た
家
は
、
今
旗
本
の
う
ち
、

寛
政
期
で
は
約
二
割
、
幕
末
に
は
約
四

割
に
達
し
た
と
さ
れ
て
い
る

（小
川
恭

一
『
徳
川
幕
府
の
昇
進
制
度
』
（二
〇
〇

六
年
、
山石
田
書
院
）
。

（樋
口
雄
彦
）

」

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
始
ヽ

大
奥
に
仕
え
た
祖
母
を
持
つ
関
戸
孝

江
戸
幕
府
の
長
い
歴
史
の
中
に
は
、

五
代
将
軍
綱
吉
と
そ
の
側
近
柳
沢
吉
保

の
例
を
出
す
ま
で
も
な
く
、
大
奥
に
身

内
を
送
り
込
み
、
将
軍
の
姻
戚
と
な
る

こ
と
で
権
勢
を
誇

っ
た
人
物
が
何
人
も

い
る
。
大
奥
が
徳
川
家

の
単
な
る
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
空
間
で
は
な
く
、
政
治
勢
力

で
あ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

政
治
的
権
力
と
い
う
ほ
ど
大
袈
裟
な

こ
と
で
な
く
と
も
、
大
奥
に
何
ら
か
の

関
わ
り
を
持

つ
こ
と
は
、
社
会
的

・
経

済
的
に
有
利
に
作
用
し
、
家
運
を
盛
り

上
げ
た
。
た
と
え
ば
、
江
原
素
六
の
大

伯
母

・
願
生
院

（下
山
氏
）
は
十

一
代

将
軍
家
斉
の
大
奥
に
つ
と
め
、
終
身
禄

と
し
て
五
〇
〇
俵
を
賜
り
隠
退
し
た
尼

僧
で
あ

っ
た
が
、
彼
女
の
も
と
に
給
仕

の
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
く
こ
と
に
よ

つ
て

江
原
少
年
は
貧
し
い
家
計
を
助
け
た
の

で
あ
る

（『
江
原
素
六
先
生
伝
』
）
。

似
た
よ
う
な
事
例
を
沼
津
兵
学
校
関

係
人
物
の
中
か
ら
あ
げ
て
み
よ
う
。

第
九
期
資
業
生
に
関
戸
孝

（旧
名
鋭

橘
）
い
う
人
物
が
い
た
。
維
新
時
に
は

ヽ

父
千
秋

（八
十
吾
）
ら
家
族
と
と
も
に

遠
州
新
居
宿
近
く
の
浜
名
郡
中
之
郷
村

に
移
住
し
、
単
身
沼
津
兵
学
校
に
来
学

し
た
。
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）
八
月

一
六
日
の
生
ま
れ
な
の
で
、
二
十
代
前

半
の
青
年
だ

っ
た
。
明
治
五
年
の
廃
校

に
際
し
教
導
団
に
編
人
さ
れ
た
六
三
名

の

一
人
で
あ
る
。
孝
は
同
家
の
八
代
目

に
あ
た
る
が
、
御
徒
を

つ
と
め
た
家
だ

っ
た
よ
う
だ
。
決
し
て
高
い
身
分
で
は

な
い
。
父
は
御
徒
日
付
を

つ
と
め
た
は

か
、
江
川
太
郎
左
衛
門
の
大
小
砲
習
練

場
で
高
島
流
砲
術
を
学
ん
で
い
る
。

実
は
父
千
秋
の
養
母
に
あ
た
る
女
性

が
江
戸
城
大
奥
に
仕
え
た
人
で
あ

つ
た
。

法
名
を
戒
法
院
妙
誉
寿
山
法
尼
と
い
い
、

明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
七
月

一
九
日

に
八
〇
歳
で
亡
く
な

っ
た
。
東
京
の
菩

提
寺
に
は
、
歴
代
の
墓
石
十
数
基
と
は

別
に
、
表
面
に

「関
戸
戒
法
尼
」
と
彫

ら
れ
た
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、

戦
後
撤
去
さ
れ
現
存
し
な
い
。

こ
の
戒
法
尼
は
、
関
戸
家
に
と

つ
て

は

「中
興
の
祖
」
と
さ
れ
、
言
い
伝
え
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で
は
、
中
一賜
だ

っ
た
と
い
う
。
実
家
に

対
し
経
済
的
に
大

い
に
貢
献
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
裏
付
け
と

な
る
史
料
で
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
以
下
の
も
の
の
み
で
あ
る
。

元
御
右
筆

一
御
合
力
金
式
拾
五
両
　
　
よ
津

一
二
人
扶
持
　
宿
関
戸
平
八
郎

所
下
谷
御
徒
町

こ
れ
は
、

「
嘉
永
七
寅
年

八
月
改

大
奥
女
中
分
限
帳
井
剃
髪
女
中
名
前
」

（埼
玉
県
立
文
書
館

・
旗
木
稲
生
家
文

書
）
と
い
う
、
十
三
代
将
軍
家
定
の
大

奥
に
仕
え
た
女
中
の
名
簿
の
記
載
で
あ

る
。
現
役
で
は
な
く
、
「隠
居
女
中
」
と

い
う
項
日
に
合
ま
れ
る
。

戒
法
尼
の
本
名
が

「よ
津
」
で
あ
る

と
い
う
証
拠
は
他
に
な
い
の
で
断
定
は

で
き
な
い
。
し
か
し
、
父
な
の
か
兄
な

の
か
不
明
で
あ
る
が
、
宿

（実
家

。
身

元
保
証
人
）
と
し
て
記
さ
れ
た

「関
戸

平
八
郎
」
が
決
め
手
と
な
る
。
菩
提
寺

ヽ

の
過
去
帳
に
は
、
そ
の
も
の
ズ
バ
リ

「平

八
郎
」
は
な
い
も
の
の
、
平
四
郎

・
平

二
郎

。
平
治
郎
と
い
っ
た
関

戸
姓
の
名

前
が
あ
り
、
「八
」
が

「次
」
の
誤
り
だ

と
考
え
れ
ば
、
「よ
津
」
が
同
家
の
人
で

あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。
た

だ
し
、
彼
女
は
中
蕩
で
は
な
く
右
筆
で

あ

っ
た
。
よ
津
と
戒
法
尼
が
同

一
人
物

だ
と
す
れ
ば
、
嘉
永
七
年
当
時
は
五
八

歳
だ

つ
た
こ
と
に
な
る
。

関

戸
家
の
過
去
帳
で
は
、
五
代
目
佐

久
左
衛
門
則
久
は
嘉
永
三
年

（
一
八
五

〇
）
に
、
六
代
目
磋
太
郎
則
文
は
嘉
永

四
年
に
没
し
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、

平
次

（八
？
）
郎
と
は
千
秋
そ
の
人
の

こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

幕
府
崩
壊
は
大
奥
に
も
リ
ス
ト
ラ
を

も
た
ら
し
た
。
多
く
の
奥
女
中
が
解
雇

さ
れ
、
徳
川
家
の
奥
組
織
は
最
低
限
の

規
模
に
縮
小
さ
れ
静
岡

へ
移

っ
た
。
関

戸
戒
法
尼
が
家
族
と
と
も
に
遠
州

へ
移

住
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
東
京
に
留
ま

っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
関

戸
孝
の
そ
の
後
で
あ

る
。
厳
し
い
兵
営
生
活
に
嫌
気
が
さ
し

て
辞
め
て
い
く
仲
間
が
多
か

っ
た
が
、

関
戸
は
暫
く
の
間
は
教
導
団
に
残

つ
た
。

当
時
の
史
料
と
し
て
以
下
の
文
書
が
残

ヽ

さ
れ
て
い
る
。
祖
母
戒
法
尼
が
亡
く
な

っ
た
少
し
後
の
こ
と
で
あ
る
。

関
戸
孝
犯
罪
処
分
之
儀

二
付
伺

卑
第
二
千
三
百
六
十
九
号
　
関
戸
孝

犯
罪
処
分
之
儀
、
別
紙
判
決
書
ヲ
以

相
伺
候
也

明
治
九
年
十
月
九
日

裁
判
長
黒
川
通
軌

陸
軍
卿
代
理

陸
軍
少
輔
大
山
巌
殿

伺
之
通
　
十
月
十
四
日

元
教
導
団
工
兵
第

一
大
隊
付

当
今
工
兵
第

一
方
面
付

謹
慎

一
週
間
　
　
陸
軍
曹
長
関
戸
孝

右
恐
入
書
之
趣
、
管
領
ス
ル
所
ノ

（

ボ
ア
ツ
ト

コ
ン
パ

ス
マ
イ
シ
ヨ
ー

ル
）

一
個

（
ブ

ー

ソ

ル

ア

パ

ン

ス
）
二
個
ヲ
紛
失
ス
、
軍
律
増
加
条

例
第
七
条

二
依
り
判
決
如
右

但
紛
失
ス
ル
物
品
償
還
セ
シ
ム

明
治
九
年
十
月
二
日

陸
軍
裁
判
長
黒
川
通
軌

同
　
権
評
事
伏
谷
惇

同
　
七
等
出
仕
阪
元
純
凛

参
坐陸

軍
大
尉
土
屋
元
成

同
　
　
　
井
上
真
貞

（防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵

「大

日
記
　
学
校
教
導
団
裁
判
所
　
十

月
金
　
陸
軍
省
第

一
局
」
）

官
給
品
を
紛
失
し
処
罰
さ
れ
た
と
い

う
記
録
で
あ
る
。
そ
の
後
、
除
隊
し
た

ら
し
く
、
明
治
三
二
年

（
一
八
八
九
）

頃
に
は
広
島
県
の
官
吏
と
な
り
、
広
島

警
察
署
詰
の
警
部
補
に
な

っ
て
い
た
。

孝
は
長
命
で
、
昭
和
三
年

（
一
九
二

八
）

一
月
二
日
に
亡
く
な

っ
て
い
る
。

息
子
の
豊
も
警
察
畑
を
歩
み
、
東
京
で

署
長
を

つ
と
め
た
と
い
う
。

関
戸
家
の
本
籍
は
現
在
も
新
居
町
に

あ
り
、
同
町
の
東
福
寺
に
は
移
住
先
で

亡
く
な

っ
た
孝
の
弟
の
墓
石
が
残
る
。

（参
考
〉
「関
戸
家
代
々
之
過
去
帳
」
（関

戸
孝
則
氏
所
蔵
）
、
「士
族
関
戸
家
之
家

系
」

（関
戸
千
代
筆
）
、
天
然
寺
過
去
帳

お
よ
び
同
寺
住
職
よ
り
聞
き
書
き
、
『
明

治
初
期
静
岡
県
史
料
』
第
四
巻

（
一
九

七
〇
年
）
、
『
新
居
町
史
』
第
九
巻

（
一

九
八
四
年
）
、
『
広
島
県
職
員
録
』
（
一
八

八
九
年
、
早
速
社
）
、
『職
員
録
』
（
一
八

九
〇
年
、
印
刷
局
）
、
長
野
ひ
ろ
子

『
日

木
近
世
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
』
（二
〇
〇
三
年
、

吉
川
弘
文
館
）
、
松
尾
美
恵
子

一『
女
中

分
限
帳
』
が
語
る
大
奥
」
（『
歴
史
読
本
』

第
４３
巻
第
６
号
、　
一
九
九
八
年
）

（樋
口
雄
彦
）

警察官の制服を着た関戸孝
(関戸孝則氏所蔵)
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ち
ょ
っ
と
懐
か
し
い
昭
和
の
沼
津
の

写
真
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

会
期
　
７
月
７
日
田
～
８
月
２６
日
０

※
会
期
中
、
常
設
展
の
沼
津
兵
学
校

コ

ー
ナ
ー
は
縮
小
し
て
い
ま
す
。

江
原
素
六
の
命
日
で
あ
る
５
月
１９
日

０
に

「そ
ろ
く
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
例
年
、
命
日
に
は
無
料
開
放
日

と
し
て
開
館
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
年
度
か
ら
、
当
日
に
様
々
な
催
し
を

行
い
、
当
館
の
主
要
テ
ー

マ
の
ひ
と

つ

で
、
館

の
副
称
に
も
な

っ
て
い
る
江
原

素
六
に
つ
い
て
よ
り
広
く
知

っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
早
朝
の
荒
天
で
天
候
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
回
復
し
、

７００
名
を
超
え
る
方
が
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
社
団
法
人
江
原
素
六
先
生
顕

彰
会
々
長
始
め
役
員

。
会
員
の
方
々
、

力
作
を
お
貸
し
下
さ

っ
た
金
岡

・
沢
田

・

門
池

・
愛
鷹
各
小
学
校
の
先
生

・
生
徒

の
皆
様
、
貴
重
な
資
料
を
お
貸
し
下
さ

っ
た
山
本
様
、
そ
の
他
多
く
の
方
々
に
、

多
大
な
る
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
実
施
し
た
催
事
〉

■
上
映
会

「沼
津
兵
学
校
」

昭
和
１５
年
作
品
　
監
督
今
井
正

■
特
別
展
示

「子
ど
も
た
ち
の
見
た
江

原
素
六
」

金
岡

・
沢
田

・
門
池

・
愛
鷹
の
各

小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
江
原
素

六
学
習
の
成
果
で
あ
る
生
徒
の
作
品

を
展
示
。

■
特
別
展
示

「山
本
家
資
料
の
公
開
」

江
原
素
六
の
推
挙
で
明
治
三
十
二

年

（
一
八
九
九
）
金
岡
尋
常
小
学
校

長
に
就
任
し
た
山
本
喜
三
の
家
に
伝

ヽ

わ
る
、
「山
本
勘
助
」
の
も
の
と
伝
え

ら
れ
る

「旗
指
物
」
な
ど
の
資
料
を

公
開
。

■
も
ち

つ
き
、
無
料
配
布

■
日
吉
太
鼓
演
奏

■
開
催
挨
拶
　
沼
津
市
長

・
江
原
素
六

先
生
顕
彰
会
長

〈
戦
争
史
跡
め
ぐ
り
〉

市
内
に
残
る
戦
争
の
跡
を
見
学
し
て
、

「戦
争
」
と

「平
和
」
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

８
月
７
日
ω
　
対
象
　
中
学
生

８
月
１１
日
田
　
対
象
　
親
子

〈
戦
時
中
の
暮
ら
し
を
体
験
し
よ
う
〉

戦
時
中
の
体
験
談
を
聞
い
た
り
、
す

い
と
ん
を
作

っ
て
食
べ
た
り
し
ま
す
。

対
象
　
小
学
４
～
６
年
生

８
月
９
日
閑

〈
一
日
学
芸
員
体
験
講
座
〉

学
芸
貝

っ
て
な
に
？
　
ど
ん
な
仕
事

を
す
る
の
？
　
普
段
馴
染
み
の
な
い
学

芸
員
の
仕
事
を
体
験
し
ま
す
。

対
象
　
高
校
生

８
月
８
同
体

※
お
申
込
み
受
付
中
。
お
申
込
、
問
い

合
せ
は
当
館
ま
で
ど
う
ぞ
。

江
戸
時
代
初
期
に
開
削
さ
れ
た
牧

堰

・
門
池
用
水
の
沿
革
と
、
そ
こ
に
関

わ

っ
た
人
々
の
暮
ら
し
に
関
す
る
資
料

を
紹
介
し
ま
す
。

会
期
　
９
月
２２
日
０
～
１１
月
２５
日
０

会
場
　
当
館
３
階
展
示
室

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
９０
号

輪
篠

沼

津

市

明

治

史

料

館

〒
４１０
‐
００５‐
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―

一

電
　
話

〇
五
五
‐
九
二
三
‐
三
三
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
‐
九
二
五
‐
三
〇

一
八

〓
計計で
＼ヽ̈
夕
■
う
ヽ
・０
】〔Ч
・●
●
日
●
Ｎ口
・∽
〓
いＮ〓
ｏ
″
”
・

げ

、
だ
【≒

０
∽
巨

、
∽
あ

０
■
ミ

日

Ｏ
Ｌ

、
Ｆ

Ｑ
Ｏ
ｘ

，

一
日

「子どもたちのみた江原素六」展示風景

(当館 3階展示室江原素六コーナー)

ヽレ

昭和26年 (1951)頃の門池

(秋元時男氏寄贈)
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